
1 北海道自治研究 ２０１７年５月（Ｎo.580）

　
制
定
の
経
緯　
　

旭
川
市
議
会
は
、
全
国
に
先
駆

け
た
栗
山
町
の
議
会
基
本
条
例
（
二
〇
〇
六
年
）
の

三
年
後
、
議
長
選
を
き
っ
か
け
に
議
長
の
私
的
諮
問

機
関
と
し
て
議
会
基
本
条
例
検
討
委
員
会
（
九
名
）

を
設
置
し
た
。
検
討
委
員
会
は
、
会
議
や
研
修
会
を

す
べ
て
公
開
し
な
が
ら
素
案
を
ま
と
め
、
二
度
の
市

民
説
明
会
を
経
て
議
長
へ
の
答
申
を
行
い
、
議
員
提

案
の
条
例
案
が
二
〇
一
〇
年
一
二
月
に
可
決
と
い
う

経
過
を
た
ど
っ
て
い
る
。
こ
の
間
、
本
会
議
場
を

使
っ
た
最
終
盤
の
検
討
会
議
で
は
、
提
案
者
の
検
討

委
員
九
名
が
い
つ
も
は
市
長
等
が
座
る
執
行
部
席
に

陣
取
り
、
フ
ロ
ア
の
各
議
員
と
質
疑
を
交
わ
す
と
い

う
普
段
見
な
れ
な
い
光
景
も
あ
り
、
傍
聴
し
た
市
民

に
は
各
議
員
の
熱
気
と
本
気
度
が
伝
わ
る
雰
囲
気
が

あ
っ
た
。
本
年
七
月
の
都
議
選
を
控
え
て
、
小
池
百

合
子
知
事
が
議
会
改
革
を
公
約
に
挙
げ
る
東
京
都
を

基
準
に
考
え
る
と
、
旭
川
市
は
は
る
か
に
真
っ
当
な

ス
タ
ー
ト
を
切
っ
て
い
た
。

　
市
民
と
議
会
の
意
見
交
換
会　
　

意
見
交
換
会（
一

二
条
）
の
開
催
は
、
新
た
に
設
置
さ
れ
た
広
聴
広
報

委
員
会
（
一
一
条
）
が
決
め
る
運
営
要
項
等
の
も
と

に
進
め
ら
れ
て
い
る
。
一
市
民
と
し
て
み
る
と
、
当

初
の
二
年
間
は
お
お
ま
か
な
テ
ー
マ
設
定
の
も
と

一
〇
カ
所
強
の
会
場
で
、
手
探
り
状
態
の
開
催
で

あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
二
〇
一
一
年
度
の
テ
ー

マ
は
「
市
民
と
と
も
に
歩
む
議
会
－
あ
な
た
が
議
会

に
期
待
す
る
こ
と
」、
二
〇
一
二
年
は
、「
ま
ち
づ
く

り
に
つ
い
て
－
地
域
づ
く
り
と
旭
川
の
未
来
像
」
と

題
し
て
行
わ
れ
て
い
る
が
、
多
く
の
場
合
い
く
つ
か

の
会
場
を
ま
た
い
で
参
加
す
る
声
の
大
き
い
ク
レ
ー

マ
ー
が
目
立
っ
た
。
そ
こ
で
は
特
定
の
議
員
や
市
の

執
行
部
に
対
す
る
質
疑
に
終
始
し
た
り
し
て
、
ほ
ぼ

一
方
通
行
の
意
見
交
換
会
と
な
っ
て
い
た
。

　

こ
う
し
た
反
省
か
ら
、
三
年
目
以
降
は
複
数
の

テ
ー
マ
を
立
て
て
、
よ
り
取
っ
つ
き
や
す
く
か
つ
掘

り
下
げ
た
議
論
と
な
る
よ
う
な
工
夫
が
重
ね
ら
れ
て

き
て
い
る
。二
〇
一
三
年
度
の
テ
ー
マ
立
て
は
五
本
、

二
〇
一
四
年
度
は
四
本
、
二
〇
一
五
年
度
も
四
本
、

そ
し
て
二
〇
一
六
年
度
は
、
①
公
園
の
あ
り
方
、
②

若
者
の
政
治
参
加
と
地
域
の
未
来
、
③
子
育
て
し
や

す
い
環
境
づ
く
り
、
④
不
登
校
・
引
き
こ
も
り
・
い

じ
め
問
題
の
四
本
を
立
て
て
臨
ん
で
い
た
。
テ
ー
マ

毎
に
分
け
ら
れ
た
会
場
に
は
、
関
心
あ
る
市
民
と
そ

れ
に
精
通
し
て
い
る
議
員
が
参
加
す
る
こ
と
と
し
て

議
論
が
か
み
合
う
よ
う
に
配
慮
さ
れ
て
い
た
。
例
え

ば
、
④
若
者
の
政
治
参
加
と
い
う
テ
ー
マ
に
つ
い
て

は
、
予
め
市
内
の
大
学
・
短
大
・
高
専
の
連
携
機
関

で
あ
る
旭
川
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
・
コ
ン
ソ
ー
シ
ア

ム
を
介
し
て
、
法
律
学
専
攻
で
ま
ち
づ
く
り
を
テ
ー

マ
に
す
る
旭
川
大
学
教
員
の
ゼ
ミ
生
に
よ
る
プ
レ
ゼ

ン
を
準
備
し
て
も
ら
い
、
会
場
で
は
そ
の
プ
レ
ゼ
ン

を
挟
ん
で
意
見
交
換
を
行
っ
て
い
た
。
市
民
と
議
員

は
大
学
生
の
研
究
発
表
を
も
参
考
に
質
疑
や
意
見
交

換
を
行
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

　
議
会
運
営
の
評
価
と
検
証　
　

二
年
毎
に
行
う
議

会
運
営
の
評
価
と
検
証
（
一
九
条
）
は
、
二
〇
一
七

年
四
月
に
三
回
目
と
な
る
報
告
を
議
長
に
行
っ
て
い

る
。
過
去
二
回
の
報
告
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ

れ
て
い
る
。
筆
者
も
参
加
し
た
今
回
の
検
証
で
は
、

議
員
の
倫
理
観
や
モ
ラ
ル
を
問
う
「
議
員
の
活
動
原

則
」
の
自
己
評
価
で
意
見
が
分
か
れ
た
様
子
が
う
か

が
え
、
一
例
で
は
あ
る
が
今
回
の
検
証
は
単
な
る
帳

尻
合
わ
せ
と
は
い
え
な
い
自
己
評
価
を
前
に
行
わ
れ

た
わ
け
で
も
あ
る
。

　

こ
う
し
て
み
る
と
、
議
会
改
革
は
い
わ
ゆ
る
Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
上
に
乗
り
つ
つ
あ
り
着
実
に
進
ん
で

い
る
。
こ
う
し
た
評
価
と
検
証
を
重
ね
る
こ
と
で
議

会
活
動
が
改
善
し
、
市
民
満
足
度
の
よ
り
高
い
ま
ち

づ
く
り
が
進
展
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

＜

た
け
な
か　

ひ
で
や
す
・
旭
川
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
・
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

　

統
括
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
／
旭
川
医
科
大
学
非
常
勤
理
事
／
旭
川
大
学
名
誉
教
授＞

　

竹　

中　

英　

泰

議
会
改
革
の
意
義

－

旭
川
市
を
例
に


